
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 きらり館にどんぐりアート作品作家として個人登録している潮容子（うしおよう

こ）さんによる「どんぐりでオリジナル小物を作ろう」が、8 月 20 日（土）午後 1

時 30 分から 3 時まで、きらり館で行われました。この日の参加者は親子を含め 15

名です。今回は、左記の写真のオリジナル小物作りに挑戦です。 

丸いガラスケースの中に、飾り砂を敷き詰めて、その上に小枝や花をのせ、最後

にどんぐりのトトロを置くと完成です。ピンセットで材料をつまんで、ケースの中に入れる細かな作業の連続

です。講師の潮さんから、わかりやすくていねいに寄り添ってつくり方を教えてくれるので、みなさん和やか

に安心して作品作りに取り組むことができました。そのかいあって、個性豊かな自分だけのどんぐりのアート

作品をつくりあげることができました。最後に皆さんのオリジナル作品を机に並べて、参加者全員で鑑賞しま

した。子どもたちの作品を見つめる目が輝いていました。（取材担当 谷津） 

 

 

 

 

 

 オカリナの愛好家「エニスオカリーナ」(代表 山村多恵子さん)の演奏会「山村多恵子 with エニスオカリー

ナ第 2 回定期コンサート」が 8 月 21 日（日）、野木エニスホール小ホールで会場の定員を 150 名に制限し

て開催され、メンバー22 名と子ども団員が一堂にそろって日頃の練習成果を発表しました。 

第一部では、エニスオカリーナテーマ曲「ひまわりの風」（山村多恵子さん作曲）やラデッキー行進曲、365

日の紙飛行機など 6 曲のメンバー演奏と山村多恵子さんのソロ演奏がありました。第二部では、子ども団員に

よる演奏とメンバーによる「映像で巡る世界の音楽の旅」の演奏があり「汽車、赤い谷の谷間、汽車ポッポ、

サウンド・オブ・ミュージック、フニクラフニクラ・・・」などの曲とスクリーンに映し出される鉄道と世界

各地の映像が一つになって、心地よいひと時を作っていました。またメンバーらが曲に応じてオカリナを使い

分けて演奏し、素朴で温かい優しい音色がエニス小ホールに響き渡り、約 150 名が手拍子したり、体を揺ら

して聴き入ったりして楽しんでいました。（取材担当 谷津） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師のアドバイス 細かな作業の連続 作品を並べて鑑賞 親子で集中 

映像と曲が一つになって 子ども団員と代表の演奏 代表によるソロ演奏 メンバーによる演奏 

野木町ボランティア支援センター情報誌 令和４年 9 月第 136 号 
 

 

 

 

 

 

 

 

 エコ楽おもちゃとは、エコな材料類で楽に楽しく「ものづくり」ができ

るという意味で名づけています。今回は「ヒントが見つかる作品展」のテ

ーマで実施します。 

組み立て折り紙吊るし飾り（2ｍ大）、打ち上げ花火、ハローウインリ

ース、ふくろう笛、プラトンボ、ランプシェード、華やかミニ門松、おさ

んぽ動物、星形クリスマスツリーなど３５２種の変化にとんだ「おもちゃ

類」が展示されます。 

 

 

作品出品者 田部井 一男さん 

（エコ楽代表 野木町おもちゃ作りインストラクター） 

【展示場所】きらり展示館・第一会議室 

【主催】のぎまちづくりネットワーク  【後援】ボランティア支援センター利用者協議会 

※県単独補助事業 わがまちつながり構築事業「小さな美術館 作品展」として実施します。 

 

 

 

 

 

【場所】ボランティア支援センター「きらり館」 

【対象】小学 2 年生以上   【定員】先着 10 名（組）   【参加費】無料 

【講師】エコ楽代表 田部井一男さん 

【申込】9 月２２日（木）～9 月２５日（日） 

ボランティア支援センター「きらり館」窓口へ直接申込ください。 ℡0280-23-1231 

 

 

 

 

 

きらり館から こんにちは 

 

野木町ボランティア支援センター 

きらり館 

 

 

 URL  http://www.town.nogi.lg.jp/ 

メール kirarikan@pearl.ocn.ne.jp 

 

 

 

メ ー ル 

kirarikan@pearl.ocn.ne.jo 

 

 

 

〒329-0101 野木町大字友沼４９３０－１ 

☆  

☆  

 

ｔｅｌ 0280-23-1231  fax 0280-23-1232 

 

☆  

 

★開 館 時 間  火～土 ９：００～１７：１５ 

          日・祝 ９：００～１７：００ 

★休 館 日  月曜日・年末年始 

◆置いてある場所◆野木町役場（入口）、図書館、公民館、ホフマン館 

エニスホール、ホープ館、野木駅など 

 

第2回エコ楽おもちゃ展 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きらり館・登録団体からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 野木駅やきらり館の植栽管理を行っている「花咲かせ隊」と野木町公民館

の花壇プランターを中心に役場内花壇の植栽管理を行っている「フラワーサ

ークル」の有志が集まって、個人の趣味で作成した作品展を行います。皆様

のご来館をお待ちしています。 

 

 

 

 

※初日は 13時～、最終日は 12 時まで。10 日（月・祝）休館日 

【展示場所】きらり展示館 

【 主 催 】花咲かせ隊＆フラワーサークル有志 

【問合せ】きらり館 ℡0280-23-1231 

※自由に見学（無料）できます。ただし、マスクの着用をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ ８月末現在の登録 

団体 8３ 

個人 35 

災害 5６ 

★来館者 

来 館 363人 

８月の来館者 至小山 

至古河 
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大橋 
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きらり館は 

ここです！ 
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● ＪＲ野木駅より徒歩１５分 

 

きらり館南側出入口横に、省エネに役立つゴーヤ

のグリーンカーテンをプランター栽培で作りまし

た。できたゴーヤの実を家に持ち帰り、ゴーヤチャ

ンプルーをつくりおいしくいただきました。（谷津） 

 

 

 

 

【日 時】９月１６日（金）17 時～19時 

【場 所】野木町ボランティア支援センターきらり館 

【提供物】カレーライス（飲み物付） 

【参加費】中学生以下 100 円 大人 300円 

【主 催】ほっと♡ステーション 

【問合せ】きらり館☎0280-23-1231 

 

 

 

～好きな作品について話し合いましょう～ 

【日時】９月１８日（日）13 時 30 分～15時 

【場所】野木町立図書館 2 階研修室 

【申込】不要 【参加費】無料 

【主催】読書のまちづくり応援団 

【問合せ】松澤℡090-7730-1966 

陶芸作品 

組み紐 

 

 

 

 

 

 野木町主催、のぎ水辺の楽校応援倶楽部協力、一般参加者の皆さんで 7 月 23 日（土）朝 7 時 30 分から

1 時間、外来植物のセイタカアワダチソウやオオブタクサの除去活動を行いました。この活動は、ホタルも棲

む自然豊かな「のぎ水辺の楽校」の生態系を保全するためのものです。 

 この日は、町職員、のぎ水辺の楽校応援倶楽部の皆さん、一般参加者合わせておよそ 35 名で、のぎ水辺の

楽校応援倶楽部代表の松平さんから、外来種の見分け方、除去等の注意点の説明を受け、ホタルのえさカワニ

ナの実物を見せてもらった後、ホタルの生息する清水谷に降りて、そこに生えている外来植物の根を引き抜く

などの除去に取り組みました。 

 朝から 30度を超える暑さの中、根から引き抜こうとしてもなかなか抜けず、皆さん大量の汗をかいての除

去作業となりました。取材者も熱中症に注意しながら除去作業に参加しましたが、全身の衣服は汗でびしょび

しょになり、途中何度か休憩しないと続けられないほどきつかったです。（取材担当 谷津） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

8 月 7 日（日）野木町立図書館研修室で、読書のまちづくり応援団（代表 松澤孝三さん）とひまわり真空

管クラブ（代表 石塚和則さん）の共催により、図書館工作教室「ぽんぽん船を作ってみよう」を、スタッフ

5 人、親子６組 11人が参加して開催され、ろうそくの火が船を動かす仕組みを考えながら、ぽんぽん船を作

りに挑戦しました。 

この工作教室は 1年前から計画され、今回のぽんぽん船は、講師の石塚さんが、試作品を何度もつくり直し

て様々な工夫がなされています。ぽんぽんと音が出るようにしたこと、燃料を置く受け皿に磁石をつけてワン

タッチで置けるようにしたこと、パイプと水タンクの接着剤の選定などです。 

ぽんぽん船つくりは、参加者全員歩調を合わせてマニュアルに沿って順調に進み 1 時間程で完成、その後

は、水の入ったプールに船を浮かべての実走です。「ぽん、ぽん」と音をだして船が動いた瞬間、思わず参加者

の皆さんから拍手がわきあがりました。自分で作った舟を動かして楽しんでいました。（取材担当 谷津） 

（取材担当 谷津） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来種の見分け方の説明 カワニナの実物を観察 外来植物の除去作業開始 除去した外来植物の運搬 

音を出して走る船 サポートする石塚さん 船をうかべて走らせる 銅パイプ接着方法の説明 


